
 

【 なぜ今、天然木のお庭が選ばれているのか。  】 

― 時間とともに、満足と愛着が深まっていく庭 ― 

 

  

 

① お庭は「住まいの一部」ではなく、家族の時間を育てる“場所”です 

休日の朝、素足で出たくなるウッドデッキ。 

子どもが寝転んで空を見上げる午後。 

夕方、木の香りに包まれながら飲む一杯。 
 
天然木のお庭は、使うほどに思い出が積み重なる空間です。 

 

② なぜ今、「天然木」を選ぶ人が増えているのか 

人工素材は、完成直後が最も美しく、年数とともに劣化が目立ちます。 

一方、天然木は時間とともに色が落ち着き、風景になじみ、味わいが深まります。 
 
10 年後、20 年後に美しくなる素材。 

それが天然木です。 

 

③ 経年変化は、劣化ではありません。家族と一緒に歳を重ねる価値です 

天然木の色の変化や風合いは、ご家族とともに過ごした時間の証です。 

新品がピークの素材では得られない、愛着と満足感があります。 



 

④ 天然木を選ぶということは、“価値観”を選ぶということ 

本物を大切にしたい。 

自然とともに暮らしたい。 

他とは違う、自分たちらしさを大切にしたい。 
 
天然木のお庭は、施主様の価値観そのものを表現します。 

 

⑤ 施工業者から施主様へ、ぜひお伝えしたいこと 

このお庭は、完成がゴールではありません。 

10 年後、20 年後に『選んでよかった』と思っていただけるお庭です。 
 
ご家族とともに完成していく。 

それが、天然木のお庭です。 

 

  


